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Serial Dilutions of Antibody
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は細胞表面に存在するタンパク質をコードしています。N末端はヒトcAMP依存性プロテインキナーゼA（PKA）II型α調節サブユニット（RIIa）と配列相同性を示し、C末端はIQカルモジュリン結合モチーフを有しています。タンパク質の中央部には糖結合モチーフがあり、細胞間接着に関与していると考えられます。このタンパク質は当初、精子が卵母細胞透明帯に結合することで特徴付けられていました。最近の研究では、免疫細胞の移動や転移といった細胞間接着機能にも関与していることが示唆されています。染色体10q22には、レトロトランスポジションした偽遺伝子が存在します。[RefSeq提供、2009年1月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）紫線：抗原（10 ng）青線：抗原（50 ng）赤線：抗原（100 ng）
	

	SP17 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した SK-OV-3 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	SP17 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	SP17 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	SP17 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト精巣組織の免疫組織化学分析。

